
様式第２号 

視察研修先 宮城県南三陸町議会 氏名 鈴木 みゆき  

視察研修項目 震災からの復興及び防災について  

 
感想・所見など  
 
平成２３年３月１１日に発生した東日本大震災は、南三陸町に壊滅的な被害をも
たらしていた。 
 
人的被害 ・・・ 死者 ６２０名、行方不明者２１１人、  
建物被害 ・・・ 全壊 ３１４３戸 半壊、大規模半壊 １７８戸  
 
震災後の人口推移としては、平成１８年に１８,８６８人だったが、平成２３年以
降減少し、令和４年４月現在１２,１３５人となり、国の過疎地域の指定となって
いる。  
 
応急仮設住宅設備戸数 ・・・町内   １,７０９戸/５２箇所  

町外    ４８６戸/ ６箇所  
応急仮設住宅入居者数 ・・・町内   ４,７５６人/１,５０６世帯  
              町外   １,０８５人/  ４３５世帯  
令和元年１２月１４日 入居者全退去済 
 
災害廃棄物処理として、推計量７２ .３万ｔを平成２６年３月に事業完了してい
る。この数量は、１６０年分に相当するそうだ。その廃棄物は、大手ゼネコンが
２４時間休まず焼却処分をして約４年かかっている。  
 
地域公共交通として、ＢＲＴの運行を平成２４年１２月２２日より開始している。
このＢＲＴとは、ＪＲ気仙沼線「柳津～気仙沼」区間をバスで運行するシステム
だ。鉄道復旧にあたり、ルート設備に膨大な費用がかかるため、ＢＲＴでの復旧
を受け入れたとのことだ。 
 
被害を受けた志津川市街地の低地部に、道の駅と震災復興記念公園を整備してい
る。道の駅は観光客などで賑わっており、海鮮などの食事や、おみやげを購入で
き、活気があった。また、時間がなく歩くことはできなかったが、震災復興記念
公園は、東日本大震災で犠牲となられた方々の追悼・鎮魂の場として、また、甚
大な被害の記憶や教訓を継承し、震災からの復興を祈念する場として設けられて
いる。 
今回の視察により、１１年という年月は経っているものの、あらためて３．１１
の凄まじい被害を鮮明に思い返すことができた。そして、復興した状況を知るこ
とができた。ＢＲＴに乗るのも初めての経験だ。電車が走っていたルートを、バ
スが走っている。これを町民は利用して、生活している。地球も生きているが、
人類も生きており、必ず復興する。日本全国からボランティアが来て、励ました
り、炊き出しをしたりなど、助け合い精神が日本に残っている。この震災は、忘
れてはならない、後世に継承していく体験なのだと痛感した。  

 



様式第２号 

視察研修先 宮城県気仙沼市議会 氏名 鈴木 みゆき  

視察研修項目 震災からの復興及び防災について  

感想・所見など  
 
気仙沼市は宮城県の最北端に位置し、東は太平洋に面し、南は南三陸町、西は登
米市、岩手県一関市、北は岩手県陸前高田市に接している。  
 
人口・世帯 
平成２３年２月２８日(東日本大震災以前)  総数 ７４ ,２４７人 
令和 ４年３月３１日現在        総数 ５９,６６２人  
 
震災発生後の被害状況 
浸水面積 １８.６５Ｋ㎡ 全体の５．６％  
地盤沈下 およそ７０cm 市全域 
        ４～５メートル東に移動  
 
人的被害 １,３５５人    
     内訳 直接死 １,０３３人、関連死１１０人、行方不明２１２人 
  
 
伝承館（旧向洋高校）の見学につて  
 

最初、シアターで１０分程度の映像を見た後、隣にある旧向洋高校を見学する。
当時の津波被害をそのままに残している。印象に残ったのは、高校の三階の教室
に乗用車が押し流されてきている光景だ。津波の破壊力は強力で、津波の下のほ
うが強く、上のほうが弱くなるそうだ。たった一メートル程度の津波でも、家の
倒壊をまねくほどのパワーがあるとのことだ。 

住宅の二階部分が津波で流され、たまたま旧向洋高校と隣の建物に挟まった状
態で、母親と娘さんが助かった。屋上に逃げた先生方が一晩中、寝ないように声
をかけ続けたそうだ。屋上近くまで津波が来た写真を見ると、想像しただけでも
のすごい恐怖を感じる。 

この高校の生徒たちは全員助かった。そのため、伝承するために高校を残した
そうだ。屋上から、生徒たちが逃げたルートを教えてもらった。まず先に、近く
の小高い丘にあるお寺に逃げた。生徒たちは、スマホなどを見ながら、情報を収
集していた。どうやら、大きな津波がくるようだと分かり、そこから、さらに高
い丘へ走って逃げている。屋上から見ると、２キロ以上ありそうな距離だった。 
気仙沼市は、以前から生徒たちの防災意識が高く、評価されている。自主的に自
助、共助もできるそうだ。 
屋上の見学のあと、終わりに５分程度の映像を見る流れだった。それは、３．１１

の１０日後に行われた、卒業式の映像だった。生徒会長が述べた言葉が耳に残る。 
「この津波で大きな被害を受けたが、天を恨まず、前向きに私たちは生きてい

く」というような言葉を述べていた。避難所となっている体育館で、避難してい
る人たちも生徒たちもみんな一体となって、卒業式をしている。目頭が熱くなっ
た。 
今回の視察で、自然と共に生き、命を守る心構えを再認識した。忘れてはならな
い経験であると同時に、後世に伝えていかなくてはいけないと思った。 

 


